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社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

ｙ名古屋いのちの電話
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病 者 と 共 に

私は内科医を仕事としている。また、医師会の
難病相談室のお手伝いをし、その中で、膠原病と
いわれる難病の療養の；桐談を受けてい弔。この病

気につ１、ｉでは余り知られ・１：：ダいな：ｊｌ、）が、アレルギー
体質などと似て免疫機能め異常にＪｔづでおこる病
気亡ある６しかも、ある程度はその体質か遺伝ず̈
る と も い わ れ て い る 。 十 ダ
もう少し説明を加えると、どういう訳か、この

病気は比較的若い女性に発病することが多い。発＼
熱があったり、関節が痛んだり、皮疹がでたり、
あるいは腎や肺に機能障害が生じる。-これらめ症
状がでたり、あるいは治療によっ１ご寛解したりが、
長年続く。症状は寛解させえるが、残念ながらこ
の原因となる体質は現在の医学では、まだ取り除
くことができない。従って、油断をするとまた再
燃をしてくるので日常生活にも支障がでる。また、
若い女性が多いので、≒これからの自分の病気がど
うなっていくのか、いまの治療のままでよいのか、
将来の結婚や家庭生活、ある１・嚇出嘩な、！こができ
るだろうか、などなどの不安や心配は並み大抵な
ものではない。
このような病気の治療を専門とし、また、医療

相談に参加していると、単に病気そのものの治療
だけではなく、患者さんの将来の不安や生活の問
題の相談にも関わらなければならない。
この種の病気に対しては極端にいえば一生闘病

を続けなければならない。短期間、徹底的に治療
をしても全治することはない。このことは、一通
りの説明では、なかなか、患者さんは納得をして
くれない。それは当然かもしれない。いのちに関
わることなのだから。しかし、こちらも生ま身の
人間である。やっぎばやの終わることのない質問
には、いささか閉口することも稀れではない。そ
の時にいつも感じることは、人は己れの望まない
ことを受容することがいかに難しいかということ
である。でも、酷な言い方ではあるが、そこを通
り越す以外に他の道はない。
「大事をなそうとして

ＩＥ１本福音ルーテル恵教会員

鳥 飼 勝 隆

力を与えてほしいと神に求めたのに
慎み深く従順であるようにと
弱さを授かった。」

と受け容れられる時に、患者さんには重荷をもち● ４ ● ｜
つつも積極的な生活が始まる。
そして、私が患者さんにできることといえば、

病気の活動性や進行を最小限度におさえるための
最 大 の 協 力 を す る 、 こ と で あ る 。 幸 い に し て 、 そ ； １ ヌ 呻 吟
、Ｊｄｌｌ-由-甘｜山｜ｌｊＴｆ．ｓｌ赳ＩＳＩ-．ｌｌ。●｜．ｚｌ」。＿ｌｎ４．１加ｌｉに対して患者さんから信頼してもらえた時、種べ
のハンディキやップはあるものの、また、家族や

隣人の協：力は必要であるものの、初めて患者さん
にとって病はもちつつも積極的な生活か始まるよ
う１４思われる。
「い（乙：）ちの電話」では、私の立場と異なり、受

ける相談の内容は多彩を極めていることであろう。
しかも、中には緊急の鶯っぱ詰まった相談も多い
ことであろう。「いのちの電話」がこの緊急の状
況を回避するために大きな働きをなしていること
に敬意を表したい。そして、緊急の状況が過ぎた
後に、必要とされる課題は先き程の医療の場合と
共通することが多いのではなかろうか。当人がな
すべき己の受容と信頼できる隣人とがどうしても
必要となろう。
近年、ホスピスという身体的な医療のみではな
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く、死を迎えた人たちの心を支えようとする施ぎ゛゛５
がっくられ、その必要性が高く評価されている。
このような施設がさらに増えることはよいことで
ある。しかし、これは私の個人的な意見であるが、
生と死の問題は、経験豊かな専門の精神科医や心
理学者、専任の宗教家から指導されるよりも、我々
には、まずは、家族や、自分の教会の牧師さん、
あるいはお寺の住職さんとの間にこそ、本当の語
らいがあってよい筈ではないだろうか。ホスピス
ができたことに安んじて、教会や寺院の本来の姿
のーつが失われることのないように心したい。そ
のためにも、「いのちの電話」がその懸け橋となっ
てほしいと願ってやまない。



田 畑 洋 子

ふり返ればすでに？１０年前、前途洋々たる道が

開けていると感じられていた頃、将来の職業とし
て教員を選び、そのための勉学の場として教育学

部を選んだのが、意識的な人生の始まりだったよ
うな気がする。興味深そうな心理学なる学問があ
るのを知ったのも大学に入学してからだった。ちょ
うど学生運動の始まりの頃でもあり、学生達は社

会の勤きに敏感に触角を働かせ、反応を示してい
゛＝｀た。いやが上にも “ 社 会とは ’ 、 ‘ 人 間 とばと

考えさせられ、激勁する時代にあっでどう生き
るがの間いがつきっけられていた。その中で社
会の仕組みやあり方についての興味は高まっていっ
た。しかし、議論の渦中でどこか自分になじまな
い落ちつかなさも感じていた。“全体としてみれ

はそうだけど、このひとりの人はどうなのか’と
いうような思いであろうか。あまりにも全体を重

く見る見方についていけないものを感じ、私の興
味は次第に“個としてのひとりの人”に集約して
いったように思う。“このひとりの人”と深くつ

き合おうとする心理療法の道に入りこむことになっ
てしまったのである。

最初に志した中・高教貝の道からは横にそれて
しまったが、現在は大学で講義をし、学生達の相

＝゛～手をする教員の生活と、相談室でのカウンセラー

としての生活と両面を生きることになっている。
この両者は似た面も多くあり、外からは同じよう
なことをやっていると感じられているかもしれな

い。しかし、スイッチの切りかえを上手にやらな
いとうまくこなせないことも起ってくる。元気で

陽気な学生達と話した後の面接はよほど慎重に心
の切り替えを行なわないとクライエントの心のひ
だに沿うことか出来ないし、深刻な家族の問題に

取り組んだり、クライエントと共に現実から離れ
た時間に漂った面接の後では、講義のことはがな
めらかに出てこないこともある。短い時間の間に

切り替えをするためにかなりのエネルギーを使っ
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ているのである。面接室のドアー枚がことさらに

大きな意味を荷なってくるように感じられる。し
かし、考えようによっては、聖と俗、内と外、現

実と非現実の世界を行き往することによって全体
としての私が生かされている。バランスが保たれ、

精神的な健康も支えられているような気がするの
である。

私には計４人の叔母がいる。青春期に戦争を体
験した人達なので、それぞれに屈折した人生を生
きている。少女期に母をも含めてこれらの大人の
女性の世界を垣間見た私は、いつも“小説になり
そうだな”と感じていた。どこかでカウンセラー
の道を選んだことと関辿かあるように感じている。

自分自身どのような物語りを生きるのかまだ予想
も出来ない頃であった。人生のストーリーの荒筋
がぶり返れるようになった今、ただ一つの自分の

人生に織りこまれて、多彩な色をつけ、豊かなふ
くらみを与えてくれている幾つかの物語りかある
ことに気づくのである。心地よい楽しみ多いもの
であるよりは、苦しみや悲しみにみちた挫折や苦

難の物語りである。主人公達にとっては決して望
んでいるものではないので、はなはだ勝手な思い
になってはしまうか、このようなクライエントの

人生に関わることにより、私自身人の何倍かの人
生を生きることか出来たのである。そのことでク
ライエントの重荷か減るならは、カウンセラー冥

利につきるといえるだろう。
カウンセラーはクライエントから次々と課題を

与えられ、成長させられていく。苦しいことでは
あるが魅力にみちたものでもある。そしてその場
を根底から支え、癒されるのは、困窮の極みにお
いてさえ“生きよ”といわれる存在であろう。い

のちの電話の相談員の仕事を支え、継続の力を与
えているのもこのような魅力と癒しの体験に気づ
いていくことではないかと思うのである。

（名古屋女子大学文学部助教授）
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朝日社会福祉賞受賞
理事長１；目馬信夫氏（カトリック名古屋教区司教）
日本いのちの電話連盟理事長秋山聡平氏

１９９１年度の受賞者２名が正月３日、朝日新聞朝刊に
発表、大きく掲載されました。この賞は権威ある賞で
厳しい審査の末に選ばれたとのことです。
相馬理事長の受賞理由は、名古屋を中心に社会的弱
者の支援活動「重度障害者の生活をよくする会」をは
じめ、「ＡＪＵ自立の家」、アルコール、薬物依存者
の社会復帰を支援する「名古屋マック」、養護施設
「麦の穂学園」、名古屋１沢周辺の野宿者の炊き出し、外
国人労働者のための相談・救援、インドシナ難民の定
住手助け、そして、愛知「いのちの電話」協会の電話
相談活動と事業の対象者自身が一貫して自立するため
の支援に向けられている。
また国内ばかりでなく、軍事独裁下の時代に逮捕さ

れた神父の救援支援、金芝河の獄中からの良心宣言の
翻訳支援、フィリピン・ネグロス島農民の経済的自立
支援、国連を訪問し東チモール支援の訴えそして湾岸

戦争で記憶に新しい難民救出のため民間機１１機をチャー
ターし三千人を母国に移送、さらに中東の被災雖民調

査団団長として現地に飛び、６フフロジェクトに移送募
金の２億円を支援等国際的にも人間尊重の姿勢で率先
して取組んだと記されている。

秋山聡平氏の受賞理由は、たヽ’一筋「自殺者を減し
たい」の思いで、１５年前の北九州い
日本いのちの電話連盟の創設そしてｊ；１１昌７や
殺予防シンポジウムの全国での開催、「いのちの電話」
活勁の協力、設立等に尽力され、今や日本いのちの電
話連盟、３５センター、５０００名余のボランティアをはじ
め、関係者の精神的な支柱である。
なお、相馬信夫理事長の受賞お祝い会は、関係の社

会福祉団体全体で豊田壽子さんが代表となり、次の様
に開催される。
１．日時１９９２年２月１４日（金）午後６時から
２．会場朝日講堂（朝日新聞名古屋本社内）

３．会費金７、０００円
（パーティー会費及び記念品代を含む）

（ 乙 斗 ． ご ヽ ら ： ） 石 ｍ

家 族 か ら の メ ッ セ ー ジ
お 母 さ ん へ

「いのちの電話」の相談員を始めてから、どれくら
い経ったのかな…？詳しいことは、話してくれない

けれど、相談員としてすこしは、余裕ができたのかし

ら…？と娘は密かに心配しているんですよ。

「継続研修」とか、「スーパービジョン」だとか言っ

て、まるで学生のように、勉強しているお母さん。研

修の後は、「私はまだまだ人間として学んでいくこと
があるわ。」と悟ったように、自己反省しているお母

さん。なんだか「勉強の苦労」と、「得るものの幸せ」

の２つが混ざっていて、娘の私が言うのも変だけど、

輝いて見えます。きっと、世の中には、いろいろな性

格の人がいて、数えきれない程の悩みがあって…。そ

れを発見した時は、本当に驚いたんじゃないですか？

- ４ -

そして時には、いやになってしまうこともあったで
しょう。実は何回か、落ち込んで見えることもありｊＥ・・ｓ・、Ｓ

した。でも、次の当番に行く時に、「さあ、行って来
るわ！」とすがすがしくやる気満々で出かけていく姿

を見て、“人の為に（・・・というありふれた言葉であら
わせないような）何の報いも求めることなく、取り組
む生き方 ’を、私は知らず知らずに、学んでいるよう
です。そして、その生き方が、私の人格にも、きっと

何らかの形で表われることと思ってます。ちょっと、
照れくさい。ほめすぎちゃったかな？ほめた後は１
っお願い。私を叱る時は、多分、実践して来ているよ
・ｉ。こ、「’尨、ｋふ」「恋３、又包」「坦誌１！！ｊミ。」どう

か、お手やわらかにお願いしますね。

毎日、人生は勉強の連統で辛いこともあるけれど、
これからも、親子で育ち合っていけるといいですね。

娘より
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全 国 電 話 相 談 研 究 集 会
電話相談ワークショップ

全国電話相談研究会は１９８８年９月横浜で発足し、初

回集会から毎年会を重ねて本年度は第４回が金沢で開

催されました。この間、電話相談活動は民間、行政を

問わず、保健衛生、教育福祉など多くの分野で積極的
に取り上げられ、関係者の電話相談に対する関心の高

まりには目を見張るものがあります。北は北海道、南

は九州そしてお隣りの韓国からも参加し、約３００名か一

堂に会して熱心に討議しました。

２日目は第２回電話相談ワークショップ（体験学習

とケーススタディによる）でした。具休的で実践的な

課題Ａ～Ｅの巾から一つを選び４峙間研修しました。

現場ですぐに役立つ研修でした。

次にこの２日間の研修の内容を簡単に紹介します。

第４回全国電話相談研究集会Ｈ月９日（土）
１．研究発表

「セックス通話による電話相談員の対応」

「地方都市の電話相談の役割」

「横浜いのちの電話心理専門相談」
２．基調講演

Ｆ電話相談のなすべきこと、できること」

講師青山学院大学文学部教授長谷川浩一
３．シンポジウム電話相談と社会的援助資源との連

携

精神保健センター、児童相談所、いのちの電話
の各立場から

第２回電話相談ワークショップ１１月１０日（日）

（体験学習とケーススタディによる）
Ａ）マイクロ・カウンセリング方式による傾聴技

能の習得。Ｂ）エクササイズを使ってのグループワー

ク。Ｃ）コミュニケーションスキル。Ｄ）電話相談
への家族療法の応用。Ｅ）ケーススタディ常習通話

者（１）作話を繰り返す常習通話者、（２）境界例

興味と期待をもって参加したこの２日閻の研修は、
私にとって今まで気づかなかった事柄、相談活動の

広がりとその辿挑の大切さ、電話相談と社会的援助

資源との望ましいあり方の課題など考えさせられま
した。愛知県下でも電話相談に対する期待と責任、

可能性を求めて愛知電話相談研究会か昨年発足し、

力強く歩み始めています。

訓 練 委 員 斎 藤 延 枝
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ご援助ありがとうございます
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乃
玄
美
敏
子
子
義
子
消

茂
冨
淳
久
正
英

本
山
部
木
輸
田
松
木
村

々

椙
脅
服
佐
三
山
村
鈴
西

賛助会員（Ｃ）
島
全
本
田
條
塚
倉

豊
木
山
堀
松
北
飯
長

知 子
磨沙美
妙 子
瑛 子
百代子
とく子
重五郎
久 子

男
子
子
元
美
一
代

幸
ひ
倫
啓
孝
静

口
藤
松
原
藤
田

山
森
伊
立
川
伊
須
名古屋学院大学宗教部
井 上 耕 一 川

枝
子
子
子
夫
子
花
哉
豊

延
育
康
恵
和
俊
美
隆

ア

藤
藤
本
田
原
バ
島
田
村

斎
工
岩
山
菅
グ
小
町
稲

子
江
子
一
子
子
子
名

智

公
芳
典
美
球
芳

村
田
部
尾
瀬
生
木

河
秋
服
樫
湯
柳
真
匿

法人賛助
名証正会員協会
㈱トョタレンタリース名古屋
カルビー㈱中部営業部
千代田火災海上保険㈱
中央１４１１機㈱
豊田総建㈱
㈱大彦
矢嶋工業㈱
㈱ワーロン
中部トョタリフト㈱
㈱三光堂
鬼頭工業㈱
㈱松坂屋
フタバ産業㈱
㈱城北自動車学校

㈱東海通信資材サービス
㈱高木製作所
安田火災海上保険㈱
アサダ㈱
瀧定㈱
サッポロビール㈱名古屋支店
㈱名古屋銀行
㈱槌屋
杉山工業㈱
三愛工業㈱
日本舗道㈱中部支店
㈱名古屋観光ホテル
アイシン粕機㈱
鹿島建設㈱名古屋支店
アイシン・エイ・ダブリュー㈱

１９９１年１０月１日より１２月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共にご
報告申し上げます。’（順不同・敬称略）

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
理 事 長 相 馬 信 夫
財 務 委 員 会

賛助会員（Ａ）
直 井 豊
黒 田 忠 嘉
宮木邦蔵・靖子
阿 部 美 男
尾 崎 幸 夫

日本基督教団金城教会社会委員会
伊 藤 美 江 子
聖母カテキスタ会
長 岡 利 貞

子
恵
晃
タ
倫
彦
次
尚

豊
美
ウ
正
雅
健
篤

原
川
藤
嘉
尾
田
玉

市
石
加
比
岸
小
本
児

子
勇
子
子
子
昭
子

里

京

萬

正

昌

節

崎
口
来
田
野
田
島

山
江
素
玉
平
松
大

中
橋
本
藤
田
藤
堀

施

田
大
高
伊
布
林
内
森
中

健次郎

き

な

四

恒
紀
と
さ
君
文
茂
仁

橋
本
藤
田
藤
堀

子
子
子
ゑ
子
子
也

き
な

りｊ

理
一
子
子
を
子
恵
也

登美
潤
絹
孝
な
英
加
欣

幡
村
原
森
久
藤
地

小
辻
竹
荻
金
和
佐
横

居
内
崎
沢
木
登
垣

鳥
山
岡
西
鈴
能
石

㈱オチアイネクサス
㈱伊藤工務店
ｊ５１Ｌ太運輸㈱
太柴印刷㈱
㈱青山製作所
㈱フジキカイ
㈱ミヤタコーボレーション
大和機工㈱
尾張精機㈱
㈱三五
東急鏡バス㈱
㈱三眠モールド
中部電力㈱
㈱大林組名古屋支店
小林記録紙販売㈱

㈱アラキ製作所
㈱高津製作所
三井建設㈱
日本電話施設㈱
武田機工㈱
中吝ＩＳ電話印刷㈱
㈱東郷製作所
万能工業㈱
東邦ガス㈱
明和工業㈱
㈱芝岡製作所
㈱東海銀行
セキセー㈱
㈲愛知兄弟社
トヨタ自動車㈱

和
一
子

平
亮
和
みゆき

；
゛
『

Ｌ
Ｉ



寄付金
内 川 正 邦 中 村 三 郎
聖 心 会 森 久 っ え
日本福音ルーテル名古屋教会
谷 口 江 利 子 加 藤 幸 雄
㈱大黒屋佛壇店，児玉光雄
伊 藤 宗 太 郎 内 海 捨 子
日本同盟基督教団愛宕山教会婦人会
幼き聖マリア修道会
木 本 精 之 助 豊 田 江 美
日本聖公会名古屋聖マタイ教会
ドミニコ会聖ョゼフ修道院
日本基督教団春日井教会婦人会
小 田 紀 子 近 藤 秀 子
岐阜カトリック教会アンナ会
北 條 献 示 荒 川 浩 一 郎
日本基督教団名古屋中央教会や 水 沢 み ち 子 臼 田 治 子

小 島 初 江 坂 本 武 志
ヘンデル協会金城学院みどり野会
山田正義
高橋一美
道家良枝
西野友英・三緒子

小知和優江
尾関静枝
金城学院高等学校

聖霊奉待布教修道女会
日本キリスト改革派八事教会
初 井 英 夫 金 森 タ イ
カトリック恵方町教会
高 須 速 夫 近 藤 直 枝
日本基督教団愛知教会
高 橋 栄 一 梶 浦 和 由
山 本 の ぷ 子 西 田 史 郎
瀬戸聖霊修道院坂本康信
岩 佐 敏 志 井 上 幼 稚 園
㈲岩田電算機会計事務所

鳥 井 寛
楠 忠 雄
小沢孝子
高須瑞枝
千波冨美子
安原律子
山崎百合子
傍島千咲子
渡逞亘親

佐々木さと子
須藤よし子
小塩美陽
安藤重信
生川和子
鈴 木 智
秋田芳江

上 田 き よ 志 村 澄 江
名古屋国際婦人クラブ
日本キリスト教団金城教会
鈴 木 ゆ か り 岩 田 邦 子
安 藤 和 代 神 尾 初 子
渡 辺 守 明 八 木 武 志
一宮聖光教会・一宮聖光幼稚園

㈱名古屋花き卸売市場
リチャード・メリット

聖心の布教姉妹会鳴海修道院
松 永 乃 ？ 佐 藤 あ さ 子
柳 原 佳 枝 植 木 貞 次 郎
笠 井 康 助 野 村 紘 子
足 立 文 彦 菅 沼 恒 子
日本基督教団熱田教会
山 田 正 代 原 久 枝
伊 藤 み っ 子 宮 田 喜 代 子
日木基督教団中京教会婦人会
三 好 の ぶ 子 南 山 幼 稚 園
日本基督教団金城教会社会委貝会
聖 霊 病 院 竹 内 宏 子
村 瀬 政 子 牧 岡 恒 夫
押切カトリック教会
梅 滓 哨 子 土 方 つ や 子
岩 間 恵 笑 子 河 野 登 喜 子
幼き聖マリア修道会
岐阜カトリック教会
高 田 邦 彦 小 谷 充 子
池 田 妙 子 大 橋 玲 子
成 木 さ ち 森 田 浩 子
河 津 百 合 坂 野 延 子
社会福祉法人聖霊病院
松 村 睦 子 ㈲ 山 田 八 郎 法 衣 店
聖マリア幼稚園水野嘉子

加藤みゆき
鈴木富子

三田村吉朗

高城道子
近藤しげ子

日本基督教団金城教会婦人会
金子一夫
林 郁 子
宇佐見保子
鈴木道子
片岡倭子
長 野 信 -
佐竹一予
カトリック平針教会
柴田知江

京寿饌
ユニオン・チャーチ
長沼てる子
三井とみ恵
柳沢幸子
山田久子

志 村 恵
芝原慶次・ゆかり大洞陽子
日本基督教団春日井教会
聖霊修道院
名東教会婦人会五藤昭子
神 戸 一 子 神 田 輝 夫
粟 田 美 津 子 中 野 悦 美
多 和 田 い み 子 矢 満 田 篤 二
Ｃ Ｌ 橘 サ ロ ン 加 藤 満
蟹江カトリック教会
早川重男
宮内英夫
林たか枝
中谷塩子

助成金
社会福祉法人愛知県共同募金会

や（上記期間内に何度もご寄付くださっている方もお名前は１回にさせていただいております）

加藤迎春
林 純 子
岩田鉱一

新年あけましておめでとうございます。と事務所に入ったところ、１月３日付けの朝日新聞１面一杯

点のコピーが張り出されていた。朝日社会福祉賞の表題か大きく目にっくと同時に、オヤ！！、よくお見か
、けするお顔の写真か２コマ、受賞者お二人の一人は私達愛知「いのちの電話」協会の理事長相馬信夫氏
ｉ商（カトリック名古屋教区司教）、もう一人の方は日本いのちの電話連盟理事長秋山聡平氏でした。

朝日社会福祉賞受賞のお二人が揃いも揃って私達の属する「いのちの電話」に関係ある方であること
は偶然であったとは云え「いのちの電話」の精神の基本にあるものが、日頃目に見えないところで生きている人権

の尊重、いのちの大切さを守ろうとする働きが評価されたものと云えるのではないでしょうか。バプル経済の崩壊

後の醜い社会の惨状の中に清々しい人々の存在に感動する方は多いと確信しています。

Ｋ．Ｋ
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名古屋いのちの電話日誌 夕２

１１月１８日
２８日
２９日

１２月８日

１６日
２５日

１月３日

運営委員会、訓練委員会
財務委員会
機関紙編集委員会
第８回チャリティー
酒井多賀志クリスマスコンサート
運営委員会、訓練委員会
公衆電話ＢＯＸへのステッカー貼り開始
相馬理事長朝日社会福祉賞受賞発表

̈ “ ｜

一-●●-・ｅ-●・-ｌ１
　　１１
　０１１
　ｏｌ

１０月５日
９・１０日
１４日
１８日

第１６回自殺予防シンポジウム於札幌
日本連盟、ディレクター会議於大阪
理事会、評議員会、訓練委員会
宗教者による街頭キャンペーン
仮称愛知電話相談研究会

１９日東京いのちの電話２０周年記念式開催
２１日運営委員会
２４日財務委員会
２７日バザー（中央教会にて）

１１月９・１０日全国電話相談研究集会於金渾参加５名

公 衆 電 話 ボ ッ ク ス に ス テ ッ カ ー 貼 り 運 動

以前からＮＴＴに要望していた上記の件は地域別に貼る許可をいただきました。（１回目、昭和、Ｅ喘穂、
天白、緑の各地域より展開します）１人の自殺者も出さないために「いのちの電話」を１人でも多くの人
に知ってもらうためのステッカー貼りです。

● ● ㎜ 賛助会員を募集しています
いつも資金ボランティアとして会費やご寄付でご
支援いただき有難うございます。心から御礼申し上
げます。年間１、５００万円の運営資金と共に、法人の
基金を１０年間で１億円租立てる課題を与えられてお
ります。会員の皆様の旧倍のご支援と共に、会員増
加の運勁にもお力添え下さるようお願いいたします。
会費、寄付金は次の様にお願いしております。
（１）法人会費年間５万円以上・１０万円
（２）賛助会費（個人、年間１口）

Ａ１０、０００円Ｂ５、０００円Ｃ３、０００円
（３）一般寄付

（・１）夏期・年末寄付｝ご自由な金額で結構です
会費、寄付金のご納入は、次の口座にお振込み下
されば誠に幸でございます。
○口座番号東海銀行大津１１１：「支店（普）４７７０２９
０郵｛１１振替口座名古屋１-５３７５８
０口座名社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

理 事 長 相 馬 信 夫

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-９１名古屋東１限便局私書箱第２５７号
事務局咩０５２-９７１-５１８１

相談電話昔０５２-９７１-４３４３

● ● ㎜ ● ●

ご協力をお願いします ｜ ●

●
●
●
●
●
●
●

郵便振替ロ座名古屋１-５３７５８
東海銀行大津町支店（普）預金口座４７７０２９

- ８ -

私共は社会
上の優遇措置が次のように受けられるようになりま
した。従って本協会の発行する領収書は確定申告の
折そのまま、寄付金控除の、又、法人の場合は損金
に算入の証憑となりますので（損金指定番号はあり
ません）領収書は大切に保管してください。
★個人の場合
確定申告によって、所得税法（第７８条１項２項３
号）の規定により寄付金控除が受けられます。
寄付金額又は、所得額×０．２５のいずれか低い金額
から一万円を減額した金額＝寄付金控除額
★法人の場合
確定申告によって寄付した金額を法人税法（第３７
条３項３号）の規定により、一般損金算入枠と他に
これと同額枠（従って倍額）の損金算入枠が認めら
れます。
お問い合わせは
本協会事務局昔９７１-５１８１

【ＭＥＭＯ】
二月は「如月」ともいわれ、その意味は「生更」と辞轡に記されています。一年中で最も寒い月といわれますが

枯草の中には、もうよもぎや蕗のとうが芽を出していることに気付き春への期待に胸がふくらみます。
又、皆様のお手もとに４１既関紙早春号をお届けできることを嬉しく思います。・とｙ年も小さな「いのちの電話」の歩
みを見守り援助して下さい。お願いいたします。

１９９２．早春

１９９２年２月１日発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編集人広報委員会


